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９
月
市
会
で
は
、
京
都
市
美
術
館
の
命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
）
売
却
を
め
ぐ
り
、
市
民
の
怒
り
が
爆
発
。
市
内
の
老

舗
画
廊
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
16
」
が
全
国
の
美
術
関
係
者
か
ら
募
っ

た
22
人
の
意
見
書
を
市
長
に
提
出
。
ま
た
12
の
美
術
団
体
な
ど

が
集
ま
る
「
京
都
市
美
術
館
問
題
を
考
え
る
会
」
や
「
岡
崎
公

園
と
疏
水
を
考
え
る
会
」
が
「
計
画
撤
回
」
を
求
め
る
署
名
を

10
月
19
日
京
都
市
に
提
出
し
ま
し
た
。
美
術
関
係
者
か
ら
は

「
世
界
の
物
笑
い
に
」「
文
化
芸
術
都
市
が
泣
く
」
と
い
っ
た
厳

し
い
批
判
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
党
市
会
議
員
団
は
「
売

却
決
定
は
市
民
不
在
、
議
会
軽
視
の
歴
史
的
暴
挙
」
と
す
る
見

解
を
発
表
。
市
民
・
美
術
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
「
撤
回
」
に

向
け
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
市
会
で
は
、
京
都
市
長
や
副
市
長
の
「
聞
く
耳
持
た

な
い
」
姿
勢
が
顕
著
で
し
た
。
職
員
削
減
や
行
革
で
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
低
下
の
指
摘
に
は
「
認
識
は
全
く
異
な
る
」（
副
市
長
）。

北
陸
新
幹
線
延
伸
の
問
題
点
の
指
摘
に
は
「
地
方
負
担
が
決
ま

ら
な
い
と
誘
致
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
こ
の
問
題
に
対
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
態
度
」（
副
市
長
）。
提
案
に
対
し
て
賛
成
・

反
対
な
ど
様
々
な
意
見
を
出
し
て
議
論
す
る
と
い
う
の
は
民
主

主
義
の
イ
ロ
ハ
で
す
。
し
か
も
議
会
・
議
員
の
役
割
は
、
執
行

機
関
へ
の
監
視
が
大
事
な
役
割
で
す
。

　「
同
じ
土
俵
だ
け
の
議
論
」
だ
け
を
求
め
、「
聞
く
耳
持
た
ぬ
」

式
の
姿
勢
で
は
市
民
の
た
め
の
建
設
的
な
議
論
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
京
都
市
に
は
、
反
対
意
見
に
も
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
る

態
度
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市長の横暴に市民とともに反撃

▲「民泊」問題で、議員団の見解を発表。
　京都市当局に申し入れた（ 9月26日）

歴史ある京都市美術館の名前を▶
売り渡す命名権売却は許せない！
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現
時
点
で
も
急
増
（
グ
ラ
フ
参

照
）
し
て
い
る
、
ホ
テ
ル
・
簡

易
宿
所
の
増
加
を
、
さ
ら
に
加

速
さ
せ
る
「
宿
泊
施
設
拡
充
・

誘
致
方
針
」
を
発
表
。
民
泊
に

つ
い
て
も
「
京
都
ら
し
い
良
質

な
民
泊
を
」
と
推
進
す
る
立
場
で
す
。

　
党
議
員
団
は
、
９
月
１
日
に
「
京
都
府
旅

館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
」
と
民
泊
問

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
実
施
。
９
月
26

日
に
「﹃
民
泊
﹄は
規
制
緩
和
で
な
く
、
市
民

の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
ル
ー
ル
づ
く
り
を
」

と
題
す
る
「
見

解
」を
発
表
。さ

ら
に
10
月
31
日

に
は
、
京
都
市

の
「
宿
泊
施
設

拡
充
・
誘
致
方

針
」
に
対
し
て

「
古
都
京
都
を

壊
し
、
無
秩
序

な
開
発
へ
新
た

に
踏
み
出
す
方

針
だ
」
と
批
判

す
る「
見
解
」を

発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
決
算
市
会
で
は
、
京
都
市
美
術
館

の
施
設
命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
の

売
却
先
を
公
募
、
京
セ
ラ
に
売
却
す
る
こ
と

を
「
決
定
」
し
た
問
題
が
、
大
き
な
焦
点
と

な
り
ま
し
た
。

　
美
術
家
の
団
体
が
反
対
す
る
「
会
」
を
結

成
し
、
10
月
19
日
に
は
計
画
撤
回
を
求
め
る

請
願
署
名
を
京
都
市
に
提
出
、
新
聞
各
紙
も

取
り
上
げ
る
な
ど
、
市
民
の
怒
り
が
広
が
り

ま
し
た
。

　
議
会
に
も
諮
ら
ず
公
募
を
急
い
だ
理
由
と

し
て
、
市
当
局
は
、「
11
月
市
会
で
再
整
備

計
画
を
決
定
す
る
た
め
」
と
の
説
明
を
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
工
事
の
入
札
が
予

定
価
格
を
大
幅
に
上
回
っ
て
不
調
と
な
っ
た

た
め
、
現
時
点
で
は
説
明
そ
の
も
の
が
破
綻

し
て
い
ま
す
。

　
市
長
は
京
都
市
美
術
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
「
決
定
」
を
撤
回
し
、
市
民
・
関
係
者

と
向
き
合
い
、
美
術
館
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
、
真
摯
に
協
議
を
行
う
べ
き
で
す
。

　
現
在
、
住
宅
地
の
空
き
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
一
室
を
使
っ
た「
民
泊
」が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
「
民
泊
」
が
、
旅
館
業
法
の
許

可
が
な
い
「
違
法
状
態
」
で
営
業
し
、「
深
夜

に
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
を
引
く
音
や
大
声
で
う

る
さ
い
」「
管
理
者
不
在
で
ど
こ
に
苦
情
を
言

え
ば
い
い
の
か
？
」
な
ど
、
近
隣
住
民
と
ト

ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
許
可
を
得

た
施
設
で
も
、
新
た
に
開
業
し
た
施
設
を
中

心
に
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
国
は
「
民
泊
新
法
」
に
よ
る
規
制
緩
和
で
、

許
可
制
か
ら
届
出
制
へ
の
変
更
や
、
最
低
宿

泊
制
限
の
緩
和
、
住
居
専
用
地
域
で
の
原
則

容
認
等
、
違
法
な
民
泊
に
お
墨
付
き
を
与
え

て
、
民
泊
を
拡
大
す
る
方
向
で
す
。

　
京
都
市
も
、
2
0
2
0
年
に
は
宿
泊
施
設

を
「
1
万
室
増
や
す
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、

「聞く耳持たない」
クッキリ

　議会でこの問題を
くりかえしとりあげ、
10月19日には撤回
を求める「見解」を
発表し京都市に提出。
10月26日の終了本
会議では、京都市に
「反省」を求める「京都市美術館の再整備に関する決議」
が、全会一致で可決しました。

党議員団のとりくみ

2

京
都
市
美
術
館
の
命
名
権
を

企
業︵
京
セ
ラ
︶に
売
却
!?

議
会
の
議
決
も
不
必
要
っ
て
そ
れ
で
い
い
の
!?

激
増
す
る「
民
泊
」、 建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の「
ホ
テ
ル
」

市
民
生
活
に
影
響 

― 

な
の
に
、

市
長
は
規
制
緩
和
で「
も
っ
と
増
や
せ
」!? 「ネーミングライツ撤回」申し入れ（₁₀月₂₀日）

「市美術館問題を考える会」の皆さんと懇談
（₁₀月₁₉日）

激増するホテル･簡易宿所
京都市で営業している、旅館業法
許可施設の施設数（許可年別）

＊京都市公表資料から作成
　2016年は9月30日までの数

2016年

453

5346

2013年 2014年 2015年2012年
0
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許可施設の総数1480
軒のうち、約30％が
2016年に集中。

183

72

旅館業組合との懇談▶

① 違法「民泊」への指導体制を強化し違法「民
泊」をなくす
② 新法による規制緩和に反対し、住居専用地
域への「民泊」は認めない
③ 玄関帳場（フロント）に従業員が常駐してい
ない所は条例違反であり、厳しく指導する

日本共産党の提案

₉ 月決算市会の代表
質問や市長総括質疑
を通じて、門川市政
の問題点が浮き彫り
になりました。

9月決算市会
門
川市長の姿勢



代表質問
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北山 ただお 議員

北山ただお議員は、９月29日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

戦
争
法
廃
止
！ 

憲
法
を
守
る
自
治
体
の
役
割
発
揮
を

「
財
政
危
機
」 

を
口
実
に
市
民
負
担
を
押
し
付
け
る
な

安
保
法
制
・
戦
争
法
に
反
対
を

市
長
は
、憲
法
守
る
姿
勢
を
示
せ

　
北
山
議
員
は
、
安
倍
首
相
が
参
議
院
選
挙
が

終
わ
っ
た
途
端
に
「
憲
法
改
定
」
を
打
ち
出
し

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
選
挙
中
の
演
説
に
一

言
も
出
し
て
お
ら
ず
「
だ
ま
し
討
ち
だ
」
と
厳

し
く
糾
弾
。
ま
た
、
自
民
党
の
改
憲
草
案
が
、

「
緊
急
事
態
条
項
」
を
は
じ
め
、
自
治
体
の
権

限
を
奪
い
、
市
民
の
基
本
的
人
権
を
制
限
す
る

よ
う
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
市
長
に

対
し
、
改
憲
に
き
っ
ぱ
り
と
反
対
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
国
民
全
体
で
議
論
が
深
め
ら
れ

る
べ
き
も
の
」
な
ど
と
、
改
憲
に
反
対
す
る
姿

勢
を
示
さ
ず
、
安
保
法
制
・
戦
争
法
に
つ
い
て

も
「
国
会
に
お
い
て
議
論
し
、
結
論
を
出
さ
れ

た
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、
事
実
上
容
認
す
る

認
識
を
示
し
ま
し
た
。

消
費
税
10
％
増
税
の
中
止

公
営
企
業
へ
の
適
用
除
外
を

　
北
山
議
員
は
、
家
計
消
費
が
連
続
11
カ
月
減

少
し
、
実
質
賃
金
も
下
落
し
続
け
て
い
る
も
と

で
、
と
り
わ
け
京
都
経
済
は
、
中
小
零
細
企
業

の
と
こ
ろ
で
深
刻
な
状
況
に
あ
り
「
増
税
に
耐

え
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
。
消
費
税
10
％
増
税
の

中
止
を
国
に
要
求
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、

京
都
経
済
へ
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
税
増
税
は
、
市
の
財
政
や
、
市

バ
ス
・
地
下
鉄
・
上
下
水
道
な
ど
の
公
営
企
業

の
会
計
に
与
え
る
影
響
も
大
き
く
、
少
な
く
と

も
公
営
企
業
に
は
消
費
税
の
適
用
を
除
外
す
る

よ
う
、
国
に
求
め
る
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
中
小
企
業
は
、
十
分
に
回
復
を

実
感
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い
」
と
認
め

ま
し
た
が
、
税
率
引
き
上
げ
は
、
社
会
保
障
の

た
め
に
必
要
な
財
源
だ
と
、
消
費
税
増
税
を
容

認
す
る
立
場
を
示
し
ま
し
た
。

「
財
政
危
機
」 

を
口
実
に
、

市
民
の
財
産
を
切
り
売
り
す
る
な

　
国
が
進
め
る
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
り
、

全
国
で
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
売
却
、
周
辺
地

域
の
切
り
捨
て
が
進
ん
で
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

北
山
議
員
は
、
京
都
市
が
こ
の
よ
う
な
国
の
や

り
方
に
反
対
す
る
ど
こ
ろ
か
、
歩
調
を
合
わ
せ

て
学
校
統
廃
合
や
学
校
跡
地
の
企
業
へ
の
売
却

を
進
め
て
い
る
実
態
を
告
発
。「
財
政
危
機
」

を
口
実
に
、
市
民
の
財
産
を
切
り
売
り
す
る
な

と
批
判
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
指
摘
は
、
当
を
得
な
い
」
な

ど
と
強
弁
。
今
後
も
市
有
財
産
切
り
売
り
を
積

極
的
に
す
す
め
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

交
通
不
便
地
域
の
解
消
を

市
民
の
足
を
守
れ

　
北
山
議
員
は
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
に
関
わ
っ

て
　
①
国
の
補
助
制
度
の
充
実
に
よ
っ
て
バ
ス

路
線
を
新
設
し
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を
進

め
る
こ
と
、
②
不
安
定
雇
用
で
バ
ス
運
転
手
に

過
度
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い
る
「
若
年

嘱
託
制
度
」
を
廃
止
す
る
こ
と
、
③
地
下
鉄
烏

丸
線
の
全
駅
に
、
転
落
防
止
の
可
動
式
ホ
ー
ム

柵
設
置
を
進
め
る
こ
と
、
④
バ
ス
停
留
所
の
ベ

ン
チ
や
上
屋
の
設
置
、
バ
ス
接
近
表
示
機
を
設

置
し
て
バ
ス
待
ち
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
、
の

4
点
に
つ
い
て
要
求
。

　
理
事
者
は
、
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の
将
来
的
な

全
駅
設
置
を
見
据
え
て
、
新
型
車
両
へ
の
更
新

を
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
、
前
向
き
な
答
弁
も

あ
り
ま
し
た
が
、
若
年
嘱
託
制
度
に
つ
い
て
は

「
今
後
と
も
堅
持
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

公
園
の
改
善
・
増
設

災
害
対
応
機
能
強
化
を

　
北
山
議
員
は
、
市
民
の
活
動
と
憩
い
の
場
で

あ
り
、
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
役
割
も
担
う
公

園
に
つ
い
て
、
①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
抜
本
的

な
改
善
を
進
め
る
こ
と
、
②
公
園
そ
の
も
の
の

増
設
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
、
③
災
害
対
応
の

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
、
の
3
点
に
つ
い
て
要

求
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
大
規
模

改
修
や
、
土
地
取
得
を
と
も
な
う
新
設
に
つ
い

て
は
難
し
い
と
し
ま
し
た
が
、
出
入
り
口
の
段

差
解
消
な
ど
小
規
模
な
改
善
は
「
要
望
に
で
き

る
限
り
応
え
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

焼
却
灰
溶
融
施
設
は
断
念
し
、

ご
み
減
量
化
を

　
今
年
5
月
27
日
に
京
都
地
裁
で
判
決
が
下
さ

れ
、
京
都
市
が
全
面
敗
訴
し
た
「
ご
み
焼
却
灰

溶
融
施
設
」
に
つ
い
て
、
党
議
員
団
が
事
業
の

中
止
を
求
め
て
き
た
こ
と
を
紹
介
。
市
民
の
強

い
反
対
を
押
し
切
っ
て
灰
溶
融
施
設
建
設
を
強

行
し
て
き
た
市
長
の
責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
控
訴
審
で
の
勝
訴
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
ご
み
減

量
の
取
り
組
み
を
着
実
に
前
進
さ
せ
て
、
平
成

32
年
に
は
、
ゴ
ミ
量
を
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下

に
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

四
ノ
宮
川
・
安
祥
寺
川
の

改
修
促
進
を

　
3
年
前
の
台
風
18
号
で
、
大
き
な
被
害
と
な

っ
た
、
山
科
区
の
四
ノ
宮
川
・
安
祥
寺
川
に
つ

い
て
、
北
山
議
員
は
、
3
年
た
っ
て
も
改
修
工

事
が
着
工
し
て
い
な
い
と
指
摘
。
河
川
管
理
者

の
京
都
府
と
連
携
し
て
一
日
も
早
く
河
川
整
備

を
完
了
し
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
全
力
を

挙
げ
る
べ
き
と
、
市
長
の
決
意
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
早
期
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

府
が
四
ノ
宮
川
、
市
が
安
祥
寺
川
の
改
修
を
行

う
」「
完
了
ま
で
に
十
数
年
の
期
間
を
要
す
る
」

と
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
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介
護
保
険
の
国
家
的
詐
欺
は
許
さ
な
い

全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
を

玉本 なるみ 議員

玉本なるみ議員は、９月29日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

介
護
保
険
の
改
悪
反
対

保
険
料
を
引
き
下
げ
よ

　
玉
本
議
員
は
、
国
の
審
議
会
で
2
0
1
8
年

か
ら
、
要
介
護
1
・
2
の
介
護
保
険
外
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
さ
に
「
国

家
的
詐
欺
」
と
厳
し
く
批
判
、
市
に
対
し
反
対

の
立
場
で
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
市
独
自
に
、
高
す
ぎ
る
介
護

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
継
続
可
能
な
も
の
と

な
る
よ
う
」
な
ど
と
答
弁
し
、
反
対
す
る
ど
こ

ろ
か
国
の
改
悪
案
に
無
批
判
な
態
度
を
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
保
険
料
引
き
下
げ
に
つ
い
て
も

冷
た
く
拒
否
し
ま
し
た
。

中
学
校
給
食
は
温
か
い

全
員
制
給
食
へ
転
換
を

　
中
学
校
給
食
の
問
題
で
は
、
大
阪
市
や
北
九

州
市
な
ど
で
、
自
校
方
式
や
親
子
方
式
で
の
全

員
制
の
温
か
い
給
食
の
実
施
に
踏
み
切
っ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
本
市
に
お
い
て
も
全
員
制
の

温
か
い
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
て
、
市
長

に
決
断
を
迫
り
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
巨
額
の
予
算
が
必
要
で
、
実
施

は
困
難
と
拒
否
し
ま
し
た
。

障
害
者
施
策
の
改
善
を
！

　
障
害
者
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
、
玉
本
議
員

は
、
障
害
を
も
つ
方
の
親
御
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
「
自
分
の
亡
き
後
の
こ
の
子
の
く
ら
し
が

ど
う
な
る
の
か
心
配
」
と
い
う
切
実
な
声
を
紹

介
。
高
齢
化
が
進
む
親
の
不
安
は
特
に
強
く
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
が

ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
応
え
る
た
め
、
京
都
市

が
独
自
の
補
助
制
度
も
作
り
、
建
設
を
進
め
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
国
補
助
金
が
得
ら
れ
る
よ
う
求
め

る
」
と
、
消
極
的
な
答
弁
で
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
対
策
に
は
、

実
効
性
が
必
要

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、
生
活
保
護

世
帯
の
高
校
生
が
有
利
子
の
奨
学
金
を
使
っ
て

大
学
に
進
学
す
る
と
、
卒
業
時
に
は
8
0
0
万

円
も
の
借
金
を
抱
え
て
社
会
に
出
た
と
い
う
実

例
も
示
し
な
が
ら
、
給
付
制
の
奨
学
金
の
創
設

や
無
利
子
の
貸
付
奨
学
金
の
拡
大
な
ど
、
貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
、
具
体
的
な
施
策
の
実
施

を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
重
要
な
社
会
的
課
題
で
あ
る
」

と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、
こ
の
間
実
施
し
た
、

1
万
8
0
0
0
件
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
実
施
計
画
を
策
定
し
て

い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
事
務
所
の

集
約
化
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

　
市
長
選
挙
の
公
約
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
子

ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
」
の
創
設
に
つ
い
て
、

玉
本
議
員
は
、
局
の
創
設
に
よ
っ
て
「
こ
れ
ま

で
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
解
決
す
る
方

向
に
進
む
の
か
ど
う
か
」
が
問
題
だ
と
指
摘
。

　
さ
ら
に
、
各
区
役
所
・
支
所
の
再
編
で
、
生

活
衛
生
部
門
の
集
約
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
以
前
、
市
税
事
務
所
が
集
約
化

さ
れ
た
さ
い
に
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
は
な

い
」
と
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
相
談
窓
口
だ
け

で
は
相
談
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
点
を
あ
げ
、

身
近
な
相
談
窓
口
が
減
る
こ
と
は
大
変
な
問
題

だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

隠
れ
待
機
児
童 

今
年
度
は
５
８
５
人

　
市
長
が
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
」
と
言
っ

て
い
る
一
方
で
、
厚
生
労
働
省
の
発
表
し
た
資

料
で
も
「
育
児
休
職
や
特
定
保
育
園
を
希
望
し

た
方
」「
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
利
用
者
」

等
を
合
計
す
る
と
5
8
5
人
も
の
隠
れ
待
機
児

童
が
い
る
問
題
を
指
摘
。
認
可
保
育
園
の
増
設

を
求
め
る
と
と
も
に
、
特
に
北
区
の
乳
児
園
の

定
員
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
見
直
し

を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
年
度
内
に
、
認
可
保
育
所
2
カ

所
の
新
設
を
は
じ
め
、
現
時
点
で
7
7
8
人
分

の
新
た
な
受
入
枠
を
確
保
で
き
る
と
の
見
通
し

を
述
べ
る
一
方
、
北
区
の
乳
児
園
の
定
数
削
減

に
つ
い
て
は
、
北
区
全
体
と
し
て
受
入
枠
は
拡

大
し
て
い
る
な
ど
と
答
弁
し
、
少
し
で
も
家
の

近
く
の
保
育
所
に
入
れ
た
い
と
い
う
親
の
思
い

を
、
冷
た
く
拒
否
し
ま
し
た
。

市
バ
ス
特
37
号
の
路
線
延
長
と
増
便

西
賀
茂
地
域
を
走
る
バ
ス
の
実
現
を

　
玉
本
議
員
は
、
2
0
1
4
年
か
ら
運
行
を
開

始
し
た
市
バ
ス
特
37
号
系
統
に
つ
い
て
、「
西

賀
茂
地
域
の
交
通
問
題
を
考
え
る
会
」
の
方
か

ら
お
借
り
し
た
パ
ネ
ル
を
示
し
な
が
ら
、
現
行

の
「
川
沿
い
ル
ー
ト
」
よ
り
も
住
宅
が
多
い

「
西
賀
茂
地
域
を
走
る
ル
ー
ト
」
へ
の
路
線
の

延
長
と
、
運
行
本
数
の
増
便
を
求
め
ま
し
た
。

　
京
都
市
交
通
局
の
管
理
者
は
、
特
37
号
系
統

が
試
行
運
行
の
最
終
年
度
の
3
年
目
を
迎
え
、

運
行
の
継
続
に
向
け
た
正
念
場
だ
と
述
べ
、
あ

く
ま
で
も
現
在
の
ル
ー
ト
で
の
乗
客
増
に
よ
り
、

本
格
運
行
へ
の
移
行
を
め
ざ
す
考
え
を
示
し
ま

し
た
。

バス運行ルートの延長案を示す玉本議員
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経
営
に
苦
し
む
中
小
零
細
業
者
に
実
効
性
あ
る
支
援
を

「
民
泊
」 

を
規
制
し
、 

市
民
生
活
第
一
の
観
光
を

山田 こうじ 議員

山田こうじ議員は、９月29日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

　
山
田
議
員
は
、
中
小
零
細
企
業
が
、
異
次
元

の
金
融
緩
和
、
円
高
の
進
行
な
ど
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
失
敗
で
厳
し
い
現
状
に
追
い
込
ま
れ
て
お

り
、
実
効
性
あ
る
支
援
を
と
求
め
ま
し
た
。

商
店
街
振
興
に
具
体
的
支
援
を

　
山
田
議
員
は
、
中
小
小
売
店
を
保
護
す
る
大

店
法
の
廃
止
や
事
実
上
の
大
型
店
誘
致
の
制
度

と
な
っ
て
い
る
京
都
市
商
業
集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ

ン
に
よ
り
、
商
店
数
は
10
年
間
で
約
1
万
店
舗
、

44
％
も
減
っ
た
こ
と
、
商
業
施
設
の
廃
業
で
買

い
物
難
民
が
生
ま
れ
て
い
る
実
態
を
示
し
、
大

規
模
店
の
出
店
規
制
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

具
体
的
支
援
策
と
し
て
、
区
役
所
に
「
中
小
企

業
振
興
の
窓
口
」
設
置
や
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
商
業
集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
で

地
域
特
性
に
応
じ
た
適
正
な
配
置
を
行
っ
て
き

た
」
と
開
き
直
り
、
相
談
窓
口
は
商
工
会
議
所

5
カ
所
に
設
置
し
て
対
応
、
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
商
店
街
に
よ
る

空
き
店
舗
の
活
用
や
市
内
産
木
材
を
活
用
し
た

店
舗
の
増
改
築
な
ど
へ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

「
固
定
費
助
成
制
度
」 

の
創
設
を

　
山
田
議
員
は
、
全
国
で
6
0
0
を
超
え
る
自

治
体
で
実
施
さ
れ
、
助
成
額
の
15
倍
以
上
の
経

済
効
果
が
あ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
業
の
危
機
に

直
面
す
る
中
小
零
細
業
者
に
対
し
て
、
固
定
費

の
助
成
を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
経
済
効
果
は
認
め
な
が
ら
も

「
一
般
的
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
よ
り

も
、
耐
震
化
、
省
エ
ネ
化
な
ど
、
政
策
上
の
重

要
度
・
緊
急
度
が
高
い
も
の
を
、
優
先
的
か
つ

重
点
的
に
取
り
組
む
」
と
従
来
の
枠
を
出
な
い

答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
固
定
費
に
つ
い
て
は

「
低
利
の
融
資
制
度
で
支
援
。
固
定
費
は
事
業

者
自
ら
が
負
担
す
べ
き
も
の
」
と
、
融
資
す
ら

受
け
ら
れ
な
い
中
小
零
細
企
業
の
実
態
を
見
な

い
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

公
契
約
基
本
条
例
に

賃
金
条
項
を

　
山
田
議
員
は
、
昨
年
制
定
さ
れ
た
京
都
市
公

契
約
基
本
条
例
は
、
労
働
者
に
適
正
な
賃
金
が

支
払
わ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
条
例
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
設
計
労
務
単
価

は
4
年
連
続
引
き
上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
場
の
労
働
者
の
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
上

が
っ
て
い
な
い
実
態
を
告
発
し
、
賃
金
条
項
の

設
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
労
働
者
の
賃
金
は
把
握
で
き
て

い
な
い
こ
と
を
認
め
ま
し
た
が
、
反
対
意
見
や

懸
念
が
多
い
と
賃
金
条
項
の
設
定
は
拒
否
し
ま

し
た
。

市
民
生
活
第
一
に 「
民
泊
」 

の

規
制
強
化
を

　
山
田
議
員
は
、「
宿
泊
施
設
の
拡
充
・
誘
致

方
針
」（
案
）
が
、
高
級
ホ
テ
ル
誘
致
を
す
す

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
市
民
生
活
と

の
調
和
の
問
題
、
観
光
地
の
大
混
雑
や
交
通

渋
滞
の
問
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、

休
・
廃
業
状
態
と
な
っ
て
い
る
旅
館
に
対
す
る

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
急
増
す
る
「
民
泊
」
に
つ
い
て
、

大
半
が
違
法
営
業
で
あ
り
、
深
刻
な
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
国
の
「
民
泊
」

新
法
は
、
一
層
の
規
制
緩
和
を
め
ざ
す
も
の
で

あ
り
、
旅
館
業
法
を
守
り
、
市
民
生
活
と
の
調

和
を
最
優
先
に
し
た
京
都
市
独
自
の
ル
ー
ル
に

よ
る
「
民
泊
」
の
規
制
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
民
泊
を
含
め
全
て
の
宿
泊
施
設

は
、
旅
館
業
法
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
法
令
の

遵
守
と
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
と
の
調
和
が
大

前
提
」
と
答
弁
、
副
市
長
は
「
旅
館
に
つ
い
て

は
、
語
学
研
修
、
施
設
の
改
修
や
担
い
手
の
育

成
な
ど
、
魅
力
の
発
信
や
利
用
促
進
に
向
け
支

援
に
取
り
組
む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
限
度
額
認
定
証
の

無
条
件
交
付
を

　
山
田
議
員
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
納

付
を
し
な
け
れ
ば
、
限
度
額
認
定
証
が
交
付
さ

れ
な
い
事
例
を
紹
介
、
無
条
件
交
付
に
改
善
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
高
す

ぎ
る
保
険
料
を
、
払
う
こ
と
が
で
き
る
保
険
料

に
引
き
下
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
法
令
上
、
特
例
の
事
情
が
あ

る
場
合
や
保
険
者
が
適
当
と
認
め
る
場
合
を
除

い
て
、
滞
納
が
あ
る
方
に
、
無
条
件
の
交
付
は

考
え
て
い
な
い
」、
保
険
料
に
つ
い
て
は
「
2

億
円
の
累
積
赤
字
が
あ
り
、
更
な
る
引
き
下
げ

は
困
難
」
と
冷
た
い
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の

改
悪
を
許
す
な

　
山
田
議
員
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

の
保
険
料
「
特
例
軽
減
措
置
」
が
廃
止
さ
れ
れ

ば
、
負
担
が
10
倍
近
く
に
引
き
上
が
る
市
民
も

あ
り
、
中
止
を
求
め
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。
ま

た
、
短
期
証
の
発
行
や
資
産
の
差
押
さ
え
は
や

め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
国
が
負
担
軽
減
措
置
を
検
討
」

と
廃
止
を
前
提
と
し
た
答
弁
。
短
期
証
の
交
付

や
差
押
え
は
「
法
令
等
に
基
づ
い
て
実
施
、
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
当
然
必
要
」
と
市
民

の
願
い
に
背
を
向
け
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
田
議
員
は
、
七
条
通
り
（
西
小
路
通
の
一

本
西
～
葛
野
大
路
）
の
早
期
の
拡
幅
工
事
を
求

め
ま
し
た
。
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ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
地
方
交
付
税
を
削
減
す
る
手
法
と

し
て
導
入
さ
れ
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
を
中
止
す
る

よ
う
国
に
対
し
て
強
く
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
が
、

市
長
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
を
否
定
せ
ず
、
容
認
す

る
姿
勢
に
終
始
。
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、「
国
に
言

わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
徹
底
し
て
す
す
め
て
き
た
」
と

述
べ
、
京
都
市
が
自
ら
率
先
し
て
福
祉
の
切
り
捨
て
と

リ
ス
ト
ラ
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
全
市
で
１
カ
所
の
市
税
事

務
所
へ
の
集
約
化
と
職
員
50
人
の
削
減
が
市
民
に
多
大

　
河
合
議
員
は
待
機
児
童
問
題
に
つ
い
て
、
定
員
外
入

所
や
定
員
の
引
上
げ
に
よ
る
対
応
で
は
、
面
積
基
準
を

満
た
し
て
い
て
も
、
育
ち
の
環
境
は
後
退
し
、
安
全
な

保
育
の
確
保
が
難
し
い
と
指
摘
。
認
可
保
育
所
を
市
が

責
任
を
持
っ
て
増
や
す
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
、
処
遇
改
善
・
給
与
の
引
上

　
玉
本
議
員
は
、
国
が
進
め
る
次
期
介
護
保
険
改
定
は
、

大
幅
な
給
付
削
減
で
あ
り
、
重
度
化
が
進
み
、
か
え
っ

　
山
田
議
員
は
、
中
小
業
者
の
相
談
窓
口
を
商
工
会
議

所
に
一
元
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
零
細
事
業
者
に
と
っ

て
は
敷
居
が
高
く
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
、
区
役
所
に
専
門
の
職
員
を
配
置
し
た

相
談
窓
口
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
公
契
約
条

例
に
つ
い
て
、
現
行
条
例
で
は
労
働
者
の
賃
金
実
態
は

　
井
坂
議
員
は
、「
京
都
市
が
美
術
関
係
者
と
市
民
の

反
対
の
声
、
議
会
の
反
発
を
押
し
切
っ
て
京
都
市
美
術

館
の
命
名
権
を
京
セ
ラ
に
﹃
決
定
﹄
し
た
こ
と
は
、
議

会
軽
視
、
市
民
不
在
の
歴
史
的
暴
挙
で
あ
る
」
と
厳
し

く
批
判
。
撤
回
を
強
く
迫
る
と
と
も
に
、「
市
長
の
一

存
で
決
め
る
と
い
う
市
政
運
営
の
典
型
で
は
な
い
か
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
80
年
の
歴
史
を
誇
る
京
都
市
美
術
館
の
最

大
の
財
産
は
3
2
6
0
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
り
、
そ
の
８
割
は
市
民
や
京
都
在
住
作
家
、
遺
族
か

ら
の
寄
贈
品
。
全
国
、
世
界
の
中
で
も
た
ぐ
い
ま
れ
な

の
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
認
識
を
質
し

ま
し
た
が
、
市
長
は
「
認
識
は
全
く
異
な
る
」「
現
場

で
混
乱
は
お
こ
っ
て
い
な
い
。
苦
情
も
ほ
と
ん
ど
来
て

い
な
い
」
と
居
直
り
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と

し
な
い
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

げ
、
職
員
増
が
不
可
欠
だ
と
質
し
ま
し
た
。

　
市
は
「
保
育
園
に
一
番
入
り
や
す
い
都
市
。
今
後
も

拡
充
・
定
員
増
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、
病
気
の
時

お
金
が
無
く
て
病
院
に
も
行
け
な
い
状
況
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。「
子
育
て
環
境
日
本
一
を
め
ざ
す
」
と
言
う

な
ら
早
急
に
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実

現
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
局
の
再
編
に
伴
う

保
健
セ
ン
タ
ー
の
集
約
化
は
、
市
民
を
窓
口
か
ら
遠
ざ

け
る
と
批
判
、
集
約
化
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
ま
し
た
。

て
財
政
も
悪
化
す
る
と
指
摘
。
全
国
か
ら
反
対
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
と
述
べ
て
市
長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

副
市
長
は
、「
厳
し
い
財
政
状
況
、
予
測
以
上
の
高
齢

化
の
中
で
、
負
担
の
見
直
し
は
必
要
」
と
改
悪
を
推
進

す
る
立
場
を
示
し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
総
合
事
業
の
市
民
意
見
の
ま
と
め
公

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
現
に
労
働
者
の
賃
金
は
上
が
っ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
。
労
働
者
に
も
事
業
主
に
も
喜
ば

れ
て
い
る
先
行
事
例
な
ど
も
示
し
、
賃
金
条
項
を
設
け

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
山
田
議
員
は
「
宿
泊
施
設
の
拡
充
・
誘
致
方
針
」
は
、

住
居
専
用
地
域
な
ど
宿
泊
施
設
の
建
設
が
制
限
さ
れ
て

い
る
地
域
に
も
ホ
テ
ル
建
設
を
認
め
る
も
の
と
批
判
、

規
制
緩
和
方
針
は
撤
回
す
る
と
と
も
に
、
違
法
な
民
泊

へ
の
指
導
の
徹
底
・
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

美
術
館
」「
寄
贈
者
一
人
一
人
に
命
名
権
売
却
を
説
明

し
た
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
今
回
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
が
確
定
し
た
」
と
あ
く
ま
で
決
定
に
固
執
。

「
決
し
て
市
長
の
一
存
で
は
な
い
」「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
が
決
定
し
た
段
階
で
き
ち
っ
と
説
明
す
る
」
と
開
き

直
り
ま
し
た
。

　
井
坂
議
員
は
、「
無
駄
と
環
境
破
壊
の
リ
ニ
ア
新
幹

線
、
地
元
自
治
体
の
費
用
負
担
も
不
明
・
並
行
在
来
線

が
大
き
く
影
響
を
受
け
る
北
陸
新
幹
線
は
国
に
き
っ
ぱ

り
中
止
を
求
め
よ
」
と
強
く
要
求
。

　
副
市
長
は
、「
地
方
負
担
が
決
ま
ら
な
い
と
誘
致
で

き
な
い
と
い
う
の
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
態
度
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の

中
止
を
国
に
強
く
求
め
よ

保
育
所
増
や
し
、安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
社
会
へ

介
護
保
険
制
度
改
悪
に

反
対
を

商
店
街
、
中
小
零
細
企
業

へ
の
実
行
あ
る
支
援
を

京
都
市
美
術
館
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
決
定
は
撤
回
を

表
前
に
事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
批
判
。
安

上
が
り
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
置
き
換
え
で
な
く
、
専
門
性

の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
少
し
で
も
サ
ー

ビ
ス
が
限
定
さ
れ
れ
ば
報
酬
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
削
減
あ
り
き
の
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　
玉
本
議
員
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
実
態
を
示
し
、
選

択
制
で
な
く
、
全
員
に
温
か
い
中
学
校
給
食
を
と
迫
り

ま
し
た
。
現
在
の
中
学
校
給
食
の
食
べ
残
し
は
25
％
に

も
な
り
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
声
を
聞
い
て
す
す
め
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

国が地方創生路線の一環とし
て、地方交付税のさらなる削
減をはかるために導入した方
式。地方交付税算定の基準を、
最もコストの低かった自治体
（トップランナー）に合わせ、
自治体間で競い合わせて、一
律に低い水準を押し付けよう
とするもの。

トップランナー
方式とは

井坂 博文
議員

山田こうじ
議員

玉本なるみ
議員

ひぐち英明
議員

河合ようこ
議員
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や
ま
ね
議
員
は
、
公
立
保
育
所
民
営
化
に
よ
る
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
や
、「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
相
談

窓
口
」
業
務
を
大
手
派
遣
会
社
に
委
託
し
、
非
正
規
雇

用
を
増
や
し
て
い
る
問
題
を
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
相
談
窓
口
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
う
の
は

「
一
般
論
と
し
て
の
非
正
規
で
は
な
い
」
な
ど
と
答
弁

し
た
た
め
、
や
ま
ね
議
員
は
「
正
規
雇
用
が
重
要
」
で

あ
り
「
京
都
市
自
ら
正
規
雇
用
を
増
や
す
べ
き
だ
」
と

　
井
上
議
員
は
、
市
長
が
「
生
活
保
護
が
減
っ
た
」

「
不
正
受
給
は
許
さ
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、
現
場
や

受
給
者
、
相
談
者
を
追
い
込
む
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
述
べ
、
生
活
保
護
世
帯
の
漏
給
状
態
を

な
く
す
た
め
に
「
困
っ
た
時
は
い
つ
で
も
福
祉
事
務
所

へ
」
と
言
う
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
保
護
の
目
的
は
自
立
」
な
ど
と
答
弁
。

　
ほ
り
議
員
は
、
2
0
1
7
年
４
月
よ
り
、
府
費
負
担

教
職
員
の
権
限
移
譲
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
教

職
員
の
定
数
を
維
持
す
る
こ
と
は
京
都
市
の
責
任
で
あ

　
加
藤
議
員
は
、
昨
年
８
月
、
生
活
に
困
窮
し
た
40
代

の
姉
弟
が
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
発
見

者
が
水
道
料
金
を
徴
収
す
る
職
員
だ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

水
道
料
金
の
初
期
未
納
の
段
階
で
、
料
金
の
支
払
い
に

困
っ
て
お
ら
れ
る
市
民
の
相
談
に
乗
り
、
福
祉
事
務
所

へ
と
つ
な
げ
る
連
携
の
強
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、
水

道
料
金
の
福
祉
減
免
制
度
の
創
設
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
答
弁
で
、
連
携
の
強
化
は
進
め
て
い
る
と

　
山
中
議
員
は
、
京
都
駅
西
部
エ
リ
ア
活
性
化
構
想
に

つ
い
て
「
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
の
整
備
、
新
駅
設

置
と
一
体
に
容
積
率
緩
和
も
含
め
た
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
整

備
な
ど
、
広
大
な
エ
リ
ア
を
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域

に
指
定
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
大
規
模
開
発
を
可
能

に
す
る
も
の
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
一
定

規
模
の
有
効
地
が
存
在
す
る
広
大
な
土
地
、
市
が
す
べ

て
整
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
間
の
力
を
活
用
す

る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
」
と
開
き
直
り
の
答
弁
を
行

い
ま
し
た
。

市
が
自
ら
正
規
雇
用
増
を

給
付
制
奨
学
金
の
創
設
を

生
活
保
護
の
拡
充
、

医
療
保
険
の
充
実
を

府
費
負
担
教
職
員
の
権
限
移
譲
で

教
育
条
件
を
後
退
さ
せ
る
な

水
道
料
金
に
福
祉
減
免

制
度
の
創
設
を

京
都
駅
西
部
エ
リ
ア
活
性
化

構
想
に
つ
い
て
厳
し
く
追
及

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
京
都
市
が
行
っ
た
調
査
で
、
６
万
人
以
上

（
13
年
度
）
も
の
学
生
が
返
済
の
必
要
な
奨
学
金
を
借

り
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
重
大
だ
」
と
指
摘
し
、
給
付
制
奨
学
金
を
国
に
求
め

る
と
と
も
に
、
市
の
調
査
の
継
続
と
市
独
自
の
給
付
制

奨
学
金
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
原
発
問
題
で
は
、
局
別
質
疑
で
「
原
発
が
動
か
な
い

の
は
、
京
都
市
の
ス
タ
ン
ス
と
も
合
っ
て
い
る
」
と
答

弁
し
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、「
も
は
や
再
稼
働
を
容
認

す
る
理
由
な
ど
一
つ
も
な
い
」
と
指
摘
し
、
再
稼
働
を

許
さ
な
い
立
場
に
立
つ
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

井
上
議
員
は
「
そ
れ
は
結
果
だ
。
目
的
は
生
活
の
保
障

だ
」
と
反
論
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
生
活
保
護
実
施
に
必

要
な
財
政
は
交
付
税
措
置
さ
れ
て
お
り
、
生
活
保
護
が

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
宣
伝
を
や
め
る
よ

う
迫
り
ま
し
た
。

　
井
上
議
員
は
、
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
に
つ
い

て
、
医
療
提
供
体
制
と
保
険
給
付
の
両
方
を
都
道
府
県

が
一
元
的
に
掌
握
し
、
医
療
費
抑
制
を
各
府
県
で
競
争

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
国
庫
負
担
減
が
狙
い
だ
と
指

摘
。
繰
り
入
れ
を
確
保
し
保
険
料
を
上
げ
な
い
よ
う
求

め
ま
し
た
。

り
、
４
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
が
笑
顔
で
新
学

期
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
市

長
は
、「
議
会
を
含
め
京
都
府
に
要
望
す
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
学
校
経
常
運
営
費
が
光
熱
水
費
と
合
算
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
産
業
医
の
報
告
書
を
引
用
し
て
、
光

熱
水
費
で
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

し
ま
し
た
が
、
福
祉
減
免
制
度
は
「
生
活
保
護
の
扶
助

費
に
は
水
道
料
金
も
含
ま
れ
て
い
る
」
と
拒
否
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
民
間
バ
ス
会
社
へ
運
行
を
委
託
し
て
い
る
路

線
に
つ
い
て
、
人
手
不
足
等
で
労
働
条
件
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
追
及
。
さ
ら
に
交
通
不
便
地
域
の
解

消
に
向
け
て
、
京
都
市
総
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
交
通
局
長
は
「
民
間
バ
ス
会
社
に
対
し

て
、
法
令
遵
守
を
徹
底
し
て
い
る
」、
副
市
長
は
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
中
議
員
は
、
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
の

整
備
に
つ
い
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
取
扱
量
が
過

去
10
年
間
減
少
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
の
担
保
も
な

く
10
％
増
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
中

小
仲
卸
業
者
を
統
合
･
廃
業
に
追
い
込
む
計
画
で
あ
る

と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
目
標
達
成
は

な
か
な
か
厳
し
い
。
仲
卸
事
業
者
は
全
体
的
に
経
営
体

力
が
弱
く
小
規
模
な
事
業
者
が
多
い
。
再
編
は
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
に
よ
る
京
都
市
農
業
、
経
済
等

へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
追
及
す
る
と
、
副
市
長
は
「
国

が
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
米
へ
の
影
響
は
0
・
8
％
と

試
算
、
対
策
を
講
じ
れ
ば
大
き
な
影
響
は
出
な
い
」
と
、

根
拠
の
な
い
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
追
及
。
副
市
長
は
、

「
教
育
活
動
に
支
障
が
な
い
よ
う
教
育
委
員
会
に
お
い

て
対
応
し
て
い
る
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ほ
り
議
員
は
老
朽
校
舎
の
改
修
に
つ
い
て
、

校
舎
が
建
て
ら
れ
て
か
ら
一
度
も
改
修
さ
れ
な
い
学
校

が
残
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
、
と
求
め
ま
し
た
。

加藤 あい
議員

山中　渡
議員

やまね智史
議員

井上けんじ
議員

ほり 信子
議員
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平
井
議
員
は
、
市
バ
ス
事
業
決
算

に
つ
い
て
は
「
認
定
し
な
い
」
と
述

べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
安
定
し

た
雇
用
こ
そ
安
全
走
行
の
保
障
で
あ

り
、
３
年
間
に
も
わ
た
っ
て
非
正
規
雇
用
に
よ
っ
て

不
安
定
な
身
分
を
強
い
る
若
年
嘱
託
制
度
は
や
め
る

べ
き
。
②
民
間
の
バ
ス
運
転
手
の
あ
い
だ
で
、
低
賃

金
と
人
手
不
足
に
よ
る
労
働
条
件
の
悪
化
が
広
が
っ

て
お
り
、
重
大
事
故
も
起
き
て
い
る
。「
管
理
の
受

委
託
」
制
度
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
に
は
、
市
民
の
安

全
を
守
る
た
め
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
。
③
交
通
不

便
地
域
の
問
題
で
は
、
市
の
窓
口
で
あ
る
区
役
所
へ

の
ア
ク
セ
ス
す
ら
悪
い
地
域
も
あ
る
。
生
活
支
援
路

線
の
補
助
金
を
復
活
さ
せ
、
市
民
の
安
全
と
足
を
守

る
交
通
局
へ
と
転
換
す
べ
き
。
と
、
３
つ
の
問
題
を

　
く
ら
た
議
員
は
本
会
議
で
討
論

に
立
ち
、
一
般
会
計
、
国
保
会

計
、
介
護
保
険
会
計
な
ど
の
決
算

を
認
定
し
な
い
理
由
を
述
べ
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
福
祉
の
切
捨
て
や
人
件
費
の
削
減
を
地
方

交
付
税
の
算
定
に
反
映
さ
せ
て
低
い
水
準
を
押
し
付

け
る
国
の
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
を
容
認
し
、

率
先
し
て
市
政
リ
ス
ト
ラ
を
す
す
め
て
き
た
と
批
判

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
改
悪
を
容
認
し
、
報
酬
引
き
下

げ
を
前
提
と
す
る
総
合
事
業
導
入
を
進
め
て
い
る
こ

と
、
国
民
健
康
保
険
料
を
払
え
な
い
市
民
を
追
い
詰

め
、
医
療
費
削
減
を
目
的
と
す
る
国
保
の
都
道
府
県

単
位
化
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。

保
育
や
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
、
中
学
校
給
食
な
ど

の
子
育
て
支
援
、
生
活
保
護
行
政
や
く
ら
し
に
困
窮

し
た
市
民
へ
の
対
応
で
、
市
民
の
切
実
な
願
い
に
背

を
向
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
公
契
約
基
本
条
例

に
賃
金
条
項
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
固
定
費
の
補

助
や
、
区
役
所
へ
の
中
小
企
業
相
談
の
専
門
職
員
の

配
置
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
ブ

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
の
相
談
の
た
め
に
新
た
に
設
置
し
た

窓
口
の
職
員
が
非
正
規
で
あ
る
こ
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
「
大
き
な
影
響
は
な
い
」
と
す
る
認
識
を
質
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
破
綻
し
た
事
業
に
固
執
し
、
新
た
な
税

金
の
ム
ダ
づ
か
い
を
行
お
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
。

堀
川
油
小
路
の
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
計
画
、
油

小
路
と
名
神
高
速
道
路
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
計

画
、
鴨
川
東
岸
線
第
三
工
区
計
画
の
具
体
化
、
リ
ニ

ア
新
幹
線
や
北
陸
新
幹
線
の
京
都
駅
誘
致
、
Ｊ
Ｒ
新

駅
に
ぎ
わ
い
施
設
へ
の
歩
道
橋
設
置
等
、
呼
び
込
み

型
の
規
制
緩
和
と
大
型
公
共
事
業
に
固
執
せ
ず
、
公

園
や
道
路
の
維
持
管
理
に
こ
そ
重
点
を
置
い
て
取
り

組
む
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
財
界
主
導
の
新
た
な
京
都
の
ま

ち
壊
し
と
し
て
、
京
都
駅
周
辺
の
都
市
再
生
緊
急
整

備
地
域
の
指
定
や
、
元
清
水
小
学
校
跡
地
を
60
年
間

の
契
約
で
企
業
に
貸
し
出
し
た
と
批
判
。
特
例
許
可

に
よ
る
住
居
専
用
地
域
等
へ
の
宿
泊
施
設
の
設
置
は

無
秩
序
な
開
発
促
進
に
つ
な
が
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
京
都
市
美
術
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
決
定
な
ど
、
市
民
不
在
の
市
長
の
市
政
運
営
に
つ

い
て
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

 

平
井
良
人
議
員
が
討
論

市
政
リ
ス
ト
ラ
と
福
祉
切
り
捨
て
、財
界
主
導
の
ま
ち

壊
し
を
や
め
、中
小
企
業
支
援
、雇
用
の
確
保
を

く
ら
た
共
子
議
員
が
決
算
に
対
す
る
反
対
討
論

﹁
地
方
財
政
の
充
実
･
強
化
を
求
め
る

意
見
書
﹂ に
つ
い
て

 

ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
が
賛
成
討
論

指
摘
し
ま
し
た
。

　
地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
の
安
全
対
策

と
し
て
、
す
べ
て
の
駅
に
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の
設
置

を
す
る
た
め
に
、
国
の
補
助
制
度
の
改
善
を
求
め
ま

し
た
。

　
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管

路
の
更
新
が
急
務
と
指
摘
。
国
の
補
助
制
度
も
一
部

改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
料
金

の
「
福
祉
減
免
制
度
」
に
つ
い
て
、
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
市
民
が
増
え
て
い
る
今
こ
そ
、
制
度
を
つ
く

る
べ
き
と
要
求
し
ま
し
た
。

　
京
北
等
の
３
つ
の
地
域
水
道
・
下
水
道
の
事
業
が

2
0
1
6
年
度
末
で
事
業
統
合
と
な
る
こ
と
に
つ
い

て
、
統
合
に
よ
り
料
金
や
使
用
料
が
値
下
げ
に
な
る

な
ど
の
改
善
点
は
あ
る
が
、
下
水
道
負
担
金
が
残
る

と
い
う
問
題
を
指
摘
。
早
期
に
下
水
道
会
計
と
同
様

に
公
費
負
担
に
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
三
位
一
体
改
革

以
降
、
地
方
交
付
税
が
大
き
く
削
減

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
地
方
創
生
路

線
の
一
環
と
し
て
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
で
、
地
方
交
付
税
の
さ
ら
な
る
削
減
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。
今
国
が
行
う
べ
き
こ
と
は
、
介

護
や
医
療
、
子
育
て
な
ど
市
民
生
活
を
支
援
し
、
不

況
に
苦
し
む
中
小
零
細
業
者
を
支
え
る
た
め
の
財
源

を
し
っ
か
り
と
保
障
す
る
こ
と
だ
と
主
張
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
社
会
保
障
費
の
削
減
や
地
方
へ
の
財
政

を
削
る
一
方
で
、
国
土
強
靭
化
や
地
方
創
生
の
名
の

も
と
、
北
陸
新
幹
線
の
誘
致
な
ど
、
不
要
不
急
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
巨
額
の
税
金
を
投
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
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や
ま
ね
議
員
は
、
日
本
共
産
党
の

「
大
学
の
学
費
引
き
下
げ
と
、
給
付

制
奨
学
金
の
創
設
等
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）」
と
自
民
党
な
ど
の
「
返

還
不
要
の
﹃
給
付
型
奨
学
金
﹄
の
創
設
等
を
求
め

　
森
田
議
員
は
、
自
民
党
・
公
明
党

な
ど
か
ら
提
案
さ
れ
た
「﹃
同
一
労

働
同
一
賃
金
﹄
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書
案
」
に
反
対
の
立
場
で
討
論
に

立
ち
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書
が
、
非
正
規
労
働
者
の

　
ほ
り
議
員
は
「
チ
ー
ム
学
校
推
進

法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

に
反
対
の
立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。

　
ほ
り
議
員
は
、
こ
の
法
案
が
、
学

校
の
管
理
運
営
を
強
化
し
、
校
長
中
心
の
管
理
統
制

　
西
村
議
員
は
、
政
府
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
・
関
連
資
料
の
多
く
を
黒
塗
り

で
提
出
し
、
他
国
と
の
交
渉
過
程
も

公
開
し
な
い
ま
ま
、「
強
行
採
決
」

を
も
ち
ら
つ
か
せ
国
会
を
通
過
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

　
赤
阪
議
員
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
が
今

な
お
激
し
い
戦
闘
が
続
く
内
戦
状
態

で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
自
衛
隊
派
兵

の
前
提
と
な
る
「
紛
争
当
事
者
間
の

﹁
給
付
型
奨
学
金
﹂ 

の
創
設
等
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

 

や
ま
ね
智
史
議
員
が
賛
成
討
論

﹁
同
一
労
働
同
一
賃
金
﹂ 
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
に
対
し
て

 

森
田
ゆ
み
子
議
員
が
反
対
討
論

管
理
統
制
で
は
な
く
、

教
育
に
ゆ
と
り
を

 

ほ
り
信
子
議
員
が
意
見
書
に
反
対
討
論

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

 

西
村
よ
し
み
議
員
が
討
論

﹁
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
自
衛
隊
の

撤
退
を
求
め
る
意
見
書
﹂ 

に
つ
い
て

 

赤
阪
議
員
が
賛
成
討
論

賃
金
を
正
規
労
働
者
の
賃
金
基
準
に
近
づ
け
る
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
を
め
ざ
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、

当
然
の
こ
と
と
し
た
上
で
、
反
対
理
由
と
し
て
、
第

一
に
、
根
本
的
目
標
と
し
て
、
望
ま
な
い
非
正
規
雇

用
を
な
く
し
正
規
雇
用
が
当
た
り
前
の
世
の
中
を
め

ざ
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
な
い
こ
と
、
第
二
に
、

前
文
の
「
多
様
な
労
働
力
の
確
保
」
な
ど
に
つ
い
て

は
、
非
正
規
状
態
の
継
続
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
、
２
点
の
問
題
を
指
摘
し
反
対
し
ま
し
た
。

停
戦
合
意
」
な
ど
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
５
原
則
」
は
完
全

に
崩
壊
し
て
お
り
、
派
兵
延
長
は
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
指
摘
。
現
地
の
情
勢
を
ま
と
も
に
検
討
す

る
姿
勢
を
み
せ
な
い
政
府
を
批
判
し
た
上
で
、
自
衛

隊
員
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
憲
法
違
反
の
戦
争

法
（
安
保
法
制
）
を
廃
止
し
、
直
ち
に
南
ス
ー
ダ
ン

か
ら
自
衛
隊
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
と
共
に
、

非
軍
事
の
人
道
・
民
生
支
援
の
抜
本
的
強
化
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
山
本
議
員
は
、
党
議
員
団
を
代
表

し
て
「
労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
す

る
意
見
書
」
の
提
案
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
安
倍
首
相
が
「
長
時
間
労
働
を
無
く
す
」
た
め

に
「
働
き
方
改
革
」
を
行
う
と
し
な
が
ら
、
実
際
に

労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
す
る
意
見
書

 

山
本
陽
子
議
員
が
提
案
説
明

る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
。
米
、
牛
肉
･
豚
肉
な
ど
重

要
５
品
目
に
つ
い
て
は
関
税
撤
廃
か
ら
除
外
す
る
と

し
た
国
会
決
議
に
も
明
ら
か
に
違
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
「
輸
入
米
の
偽
装
問
題
」
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
の
大
前
提
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
農
業

だ
け
で
な
く
、
公
共
工
事
、
医
療
・
保
険
、
食
の
安

全
な
ど
各
分
野
で
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
各
界
か
ら

撤
回
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
は
批
准
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
ま
し

た
。

臨
時
国
会
で
成
立
を
狙
っ
て
い
る
の
は
「
裁
量
労
働

制
」
な
ど
の
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
を
含
む
、
労
働
基
準

法
の
大
改
悪
で
あ
り
、
財
界
に
奉
仕
す
る
内
容
で
あ

る
こ
と
を
批
判
。

　
大
手
広
告
代
理
店
・
電
通
の
女
性
社
員
の
過
労
自

殺
問
題
な
ど
、
深
刻
な
長
時
間
労
働
が
蔓
延
す
る
状

況
を
指
摘
し
、「
労
働
基
準
法
改
正
法
案
」
の
撤
回

と
、
残
業
時
間
の
上
限
規
制
や
週
休
制
の
確
保
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
「
長
時
間
労
働
規
制
法
案
」
を
審
議

す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

る
意
見
書
（
案
）」
に
賛
成
の
立
場
で
討
論
し
、
意

見
書
に
あ
る
「
教
育
予
算
増
や
、
学
費
の
引
き
下

げ
」「
国
立
大
学
の
運
営
費
交
付
金
や
私
学
助
成
の

拡
充
」「
速
や
か
な
給
付
制
奨
学
金
の
創
設
」
な
ど

が
今
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
民
党
な
ど
の
意
見
書
に
あ
る
「
新
所
得

連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
本
人
の

収
入
が
な
い
場
合
で
も
返
還
さ
せ
る
な
ど
、
現
状
よ

り
後
退
す
る
中
身
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
。

型
の
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
と
指
摘
。
子
ど
も

と
教
育
を
め
ぐ
る
困
難
の
打
開
を
、
子
ど
も
と
保
護

者
、
学
校
と
教
職
員
、
地
域
住
民
の
責
任
に
転
換
す

る
も
の
だ
と
批
判
し
た
上
で
、
今
、
必
要
な
の
は
、

国
の
責
任
で
30
人
学
級
を
実
施
す
る
こ
と
や
、
教
職

員
の
長
時
間
過
密
労
働
を
改
善
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
、

学
校
や
教
職
員
へ
の
統
制
で
は
な
く
自
主
性
や
自
由

な
議
論
を
尊
重
す
る
こ
と
、
子
ど
も
と
教
育
に
ゆ
と

り
を
取
り
も
ど
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
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10 月 26 日
意見書・決議

月市会 終了本会議9
９月市会終了本会議での意見書・決議採決結果

提出会派等 件　名 審議
結果

賛否（○：賛成、●：反対）

共 自 公 民 維 京 無
1
無
2
無
3

全会派 建設労働者のアスベスト被害者の早期救済とアスベ
スト問題の早期解決を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全会派 東日本大震災による避難者用無償住宅支援の継続を
求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自、公、民、維、京、無（123） 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自、公、民、維、京、無（123） パリ協定の早期批准を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自、公、維、無（123） 無年金者対策の推進を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自、公、維、無（123）
返還不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学
金の拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

共 大学の学費引下げと給付制奨学金の創設等を求める
意見書 否決 ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

自、公、維、無（123） 「同一労働同一賃金」の実現を求める意見書 可決 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

自、公、無（123） チーム学校推進法の早期制定を求める意見書 可決 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

共 今国会でTPP協定を批准しないことを求める意見書 否決 ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

民 環太平洋経済連携協定（TPP）に関する意見書 否決 ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

共 南スーダンからの自衛隊の撤退を求める意見書 否決 ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

共 労働法制の改悪に反対する意見書 否決 ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

自、共、維、京、無（123） 京都市美術館の再整備に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共、維 中学校給食の在り方の再検討を求める決議 否決 ○ ● ● ● ○ ● ● ● ●

（注）自＝自民党　共＝共産党　公＝公明党　民＝民進党　維＝日本維新の会　京＝京都党　無１＝大西　無２＝豊田　無３＝やまず

９
月
市
会
を
終
え
て

2
0
1
6
年
10
月
28
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

一�

、
10
月
26
日
、
９
月
市
会
終
了
本
会
議
が
開
か
れ
、
36
日
間
の
審

議
期
間
を
終
え
ま
し
た
。

	
�

　
今
市
会
は
、
野
党
共
闘
が
大
き
く
前
進
す
る
一
方
で
改
憲
勢
力

が
３
分
の
２
を
超
え
る
と
い
う
７
月
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
や
、

昨
年
９
月
の
安
保
法
制
採
決
強
行
か
ら
一
年
を
迎
え
る
緊
迫
し
た

情
勢
の
な
か
で
始
ま
り
、
党
議
員
団
は
国
政
の
課
題
も
含
め
て
厳

し
く
追
及
し
ま
し
た
。

	
�

　
代
表
質
問
で
は
、
改
憲
、
安
保
法
制
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

初
め
て
市
長
が
答
弁
に
た
ち
ま
し
た
が
、「
平
和
安
全
法
制
に
つ

い
て
は
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
に
お
い
て
議
論
し
、
結

論
を
だ
さ
れ
た
も
の
」「（
自
民
党
の
憲
法
草
案
は
）社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
き
た
中
で
・
・
緊
急
事
態
へ
の
対
処
を
含
め
、

国
家
、
国
民
の
基
本
に
か
か
わ
る
事
項
と
し
て
、
国
民
全
体
で
議

論
が
深
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
」と
他
人
事
の
答
弁
に
終
始
し
、
自

ら
の
見
解
は
述
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

	
�

　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
を
口
実
に
し
た
、
国
の
原

発
再
稼
働
容
認
と
老
朽
原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
が
、
副
市
長
は「
や
む
を
得
ず
再
稼
働
す
る
場
合
に
は
・
・
・
」

と
従
来
の
再
稼
働
容
認
の
立
場
を
繰
り
返
す
と
同
時
に
、
老
朽
原

発
へ
の
質
問
に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

	
�

　
局
別
質
疑
で
は
今
夏
の
原
発
稼
働
と
電
力
供
給
の
状
況
の
評
価

に
つ
い
て「
原
発
が
動
か
な
い
状
況
は
京
都
市
の
ス
タ
ン
ス
に
あ

っ
て
い
る
」、「（
福
島
原
発
廃
炉
費
用
の
拡
大
か
ら
）原
発
の
コ
ス

ト
は
高
い
」と
認
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

	
�

　
安
倍
首
相
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
に
つ
い
て「
経
済
全
体
の

基
調
と
し
て
は
回
復
を
続
け
て
い
る
」（
市
長
）と
し
、
依
然
と
し

て「
回
復
基
調
」の
認
識
の
ま
ま
。
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上

げ
に
よ
る
影
響
認
識
に
つ
い
て
も「（
消
費
税
増
税
は
）社
会
保
障

の
財
源
を
確
保
す
る
も
の
」（
市
長
）と
の
認
識
を
変
え
よ
う
と
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
国
会
で
T
P
P
批
准
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
す

る
中
、
反
対
を
表
明
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
副
市
長
は「
国

が
措
置
す
る
か
ら
コ
メ
へ
の
影
響
は
な
い
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

一�

、
今
市
会
は
、
市
長
提
案
の
84
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
党
議
員

団
は
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
24
議
案
の
う

ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
18
議
案
に
賛
成
・
認
定
し
、
一
般

会
計
決
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
、
自
動
車
運
送

事
業
特
別
会
計
決
算
、
な
ど
６
議
案
は
認
定
せ
ず
、
ま
た
は
反
対

し
、
本
会
議
討
論
で
そ
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。

	
�

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
は
市
長
提
案
の
59
議
案
が
付
託
さ

れ
、
党
議
員
団
は
、
民
間
企
業
の
利
益
優
先
、
公
的
責
任
後
退
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
前
提
と
し
た
付
属
機
関
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
公
立
保
育
園
の
定
員
を
減
ら
す
京
都
市
保
育
園
条
例
の

一
部
改
正
の
２
議
案
に
反
対
し
、
他
の
議
案
及
び
人
事
案
件
に
は

賛
成
し
ま
し
た
。

一�

、
今
市
会
で
は
、
京
都
市
が
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
分
析
し
、

党
市
会
議
員
団
の
提
案
を
ま
と
め
た「
見
解
」を
発
表
し
ま
し
た
。

	
�

　
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る「
民
泊
」問
題
に
つ
い
て
、
京
都
市

に
お
け
る
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
深
刻
な
事
態
に

対
応
し
、
違
法「
民
泊
」を
な
く
す
こ
と
、
市
独
自
の
ル
ー
ル
を
作

る
な
ど
の
対
策
を
求
め
る「
見
解
」を
発
表
し
ま
し
た
。

	
�

　
京
都
市
美
術
館
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
問
題
に
つ
い
て
、
京
都
市

長
は
、
市
民
の
批
判
も
議
会
の
指
摘
も
聞
か
ず
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
募
集
し
、「
京
セ
ラ
」に
決
定
し
ま
し
た
。
市
民
の
寄
贈
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
美
術
館
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
寄
贈
者
に

ま
と
も
な
説
明
も
せ
ず「
決
ま
っ
て
か
ら
丁
寧
に
説
明
す
る
」（
副

市
長
）と
い
う
傍
若
無
人
な
姿
勢
で
す
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
決

定
の
撤
回
と
市
民
・
美
術
館
関
係
者
と
の
真
摯
な
協
議
を
求
め
る

「
見
解
」を
発
表
し
ま
し
た
。

一�

、
今
市
会
で
は
、
あ
ら
た
め
て
自
治
体
財
政
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

ま
し
た
。
一
般
会
計
決
算
は
、
６
年
連
続
で「
黒
字
」を
維
持
し
た

声
明
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と
言
い
ま
す
が
、
職
員
数
の
削
減
に
よ
る
総
人
件
費
の
削
減
、
強

引
な
取
り
立
て
と
差
押
え
に
よ
る
市
税
徴
収
率
の
向
上
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
低
下
を
も
た
ら
す
消
費
的
経
費
の
削
減
な
ど「
京
プ
ラ
ン
」

実
施
計
画
で
掲
げ
る「
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
推
進
」に
よ
る
黒

字
で
あ
り
、
決
し
て
自
慢
で
き
る
も
の
で
は
な
く
財
政
健
全
化
至

上
主
義
で
あ
る
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

	
�

　
ま
た
、
軍
備
拡
大
や
多
国
籍
企
業
支
援
、
大
企
業
へ
の
大
幅
減

税
な
ど
政
府
の
税
財
政
対
策
へ
の
批
判
的
視
点
抜
き
に
、「
財
政

危
機
」を
口
実
に
し
て
市
民
に
リ
ス
ト
ラ
を
押
し
付
け
る
べ
き
で

な
い
と
追
及
し
ま
し
た
。

	
�

　
地
方
交
付
税
削
減
の
た
め
に
、
地
方
自
治
体
に
行
革
と
稼
ぐ
力

を
競
わ
せ
る
国
の「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」に
反
対
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
が
、
市
長
は
容
認
す
る
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。
ま
た

本
市
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
も「
国
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な

い
。
本
市
の
決
断
で
や
っ
て
い
る
」と
自
ら
率
先
し
て
進
め
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

	
�

　
市
長
が「
市
民
し
ん
ぶ
ん
」を
使
っ
て「
市
財
政
が
大
変
な
の
は

福
祉
関
連
経
費
が
増
え
て
い
る
か
ら
」と
し
て
福
祉
関
連
予
算
の

切
り
下
げ
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
交
付
税
措
置
や

国
・
府
の
負
担
金
の
実
情
を
示
し
て「
市
民
に
正
し
く
情
報
提
供

す
る
」よ
う
求
め
ま
し
た
。

一�

、
市
バ
ス
の
運
転
手
の
身
分
不
安
定
や
低
賃
金
を
押
し
付
け
て
い

る「
若
年
嘱
託
制
度
」を
廃
止
す
る
こ
と
を
求
め
、
労
働
強
化
と
低

賃
金
労
働
の「
管
理
の
受
委
託
」を
や
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

地
下
鉄
の
烏
丸
線
全
駅
に
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の
設
置
を
求
め
る
と

と
も
に
、
地
下
鉄
へ
の
国
の
補
助
制
度
の
拡
充
、
上
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
は
福
祉
減
免
制
度
の
実
現
、
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る

老
朽
管
の
取
り
換
え
に
対
す
る
国
庫
補
助
制
度
の
拡
充
、
ま
た
地

域
水
道
な
ど
の
上
下
水
道
事
業
へ
の
統
合
に
あ
た
っ
て
の
負
担
金

の
公
費
化
を
求
め
ま
し
た
。

一�

、
市
民
生
活
と
中
小
企
業
の
営
業
は
ま
す
ま
す
深
刻
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
党
市
会
議
員
団
の
行
っ
た

事
業
所
と
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
、
リ
ア
ル

な
声
を
紹
介
し
、
改
善
と
対
策
を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は「
持

続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
国
が
検
討
し
て
い
る
」と
他
人
事
の

答
弁
で
あ
り「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の
国
家
的
詐
欺
」と
の
怒
り

の
声
に
ま
っ
た
く
応
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
４
月
か

ら
の
総
合
事
業
に
お
け
る「
緩
和
型
介
護
」は
導
入
し
な
い
よ
う
強

く
求
め
ま
し
た
。

	
�

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、
市
民
の
声
に
押
さ
れ
て
決
算
年
度

保
険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
保
険
料
は
高
止
ま
り
の
ま

ま
で
あ
り「
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
」実
態
を
示
し
て
改
善
を
求

め
ま
し
た
。「
滞
納
保
険
料
の
納
付
や
納
付
計
画
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
は
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
必
要
」（
保
健
福
祉

局
長
）と
冷
た
い
姿
勢
を
続
け
て
い
ま
す
。

	
�

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
保
育
士
の
不
足
、
処
遇
改
善
に
課
題

が
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、「
全
国
平
均
か
ら
見
れ
ば
ま
し
」と

の
認
識
で
あ
り
、
保
育
園
の
増
設
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

	
�

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て「
通
院
の
負
担
は
無
料
」

を
中
学
校
卒
業
ま
で
広
げ
る
こ
と
、
全
員
制
の
温
か
い
中
学
校
給

食
の
一
日
も
早
い
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
府
費
負
担
教
職

員
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
教
育
条
件
を
後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
、
学
校
運
営
費
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

	
�

　
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。
公
契
約
基
本
条
例
に
賃
金
条
項
を
入
れ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
理
事
者
は「
労
使
の
話
し
合
い
で
決
め

る
も
の
。
行
政
が
押
し
つ
け
る
の
は
健
全
な
事
業
者
の
発
展
を
阻

害
す
る
」と
重
大
な
答
弁
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
他
都

市
の
効
果
例
を
示
し
な
が
ら
賃
金
条
項
創
設
を
求
め
ま
す
。

	
�

　
さ
ら
に
固
定
費
の
補
助
、
中
小
零
細
業
者
が
利
用
し
や
す
い
制

度
融
資
の
改
善
、
各
区
役
所
へ
の
相
談
窓
口
設
置
と
専
門
職
員
の

配
置
を
求
め
ま
し
た
。

一�

、
国
も
検
討
を
始
め
て
い
る
給
付
制
奨
学
金
を
本
市
独
自
に
実
施

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が「
京
都
市
民
の
税
金
で
他
府
県
か
ら
来

た
学
生
を
支
援
す
る
の
は
筋
違
い
」と
の
答
弁
が
あ
り
、
京
都
市

出
身
者
な
ど
対
象
を
特
定
し
て
ま
ず
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

	
�

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
根
絶
に
向
け
て「
根
絶
宣
言
」「
対
策
協
議

会
の
設
置
」「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施（
2
0
0
0
人
回
答
）」

「
府
・
市
・
労
働
局
三
者
で
企
業
へ
の
要
請
」な
ど
が
お
こ
な
わ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
党
市
会
議
員
団
と

L
D
A
京
都（「
生
き
や
す
い
京
都
を
つ
く
る
全
世
代
行
動
」）の
運

動
の
成
果
で
す
。
ま
た
、「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
相
談
窓
口
」も
新
た

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
窓
口
職
員
は
大
半
が
非
正
規
雇
用
で
あ

り
、
京
都
市
自
身
が
正
規
雇
用
を
拡
大
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し

た
。

一�

、
破
た
ん
し
た
大
型
公
共
事
業
へ
の
固
執
、
税
金
の
ム
ダ
づ
か

い
、
ま
ち
壊
し
に
つ
い
て
厳
し
く
指
摘
し
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

高
速
道
路
３
路
線
事
業
計
画
は
正
式
に
断
念
し
た
も
の
の
、
堀
川

油
小
路
の
地
下
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
計
画
、
名
神
高
速
道
路
と
の

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
計
画
な
ど
新
た
な
大
型
公
共
事
業
が
浮
上
し
て

き
て
お
り
問
題
で
す
。

	
�

　
税
金
の
ム
ダ
づ
か
い
と
環
境
破
壊
、
京
都
駅
ル
ー
ト
誘
致
が
破

た
ん
し
た
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
地
元
自
治
体
の
費
用
負
担
も
不

明
、
並
行
在
来
線
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
北
陸
新
幹
線
に
つ
い

て
誘
致
運
動
を
や
め
、
国
に
延
伸
計
画
の
中
止
を
求
め
る
よ
う
迫

り
ま
し
た
。

	
�

　
七
条
の
J
R
新
駅
へ
の
15
億
円
の
市
負
担
、「
賑
わ
い
施
設
」へ

の
誘
導
の
た
め
の
横
断
歩
道
橋
建
設（
5
・
2
億
円
）な
ど
新
た
な

市
民
負
担
、
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
の
指
定
に
よ
る
規
制
緩
和

な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
6
0
0
億
円
規
模
の
中

央
卸
売
第
一
市
場
再
整
備
計
画
の
検
証
を
求
め
ま
し
た
。

	
�

　
京
都
市
は
、
国
の
成
長
戦
略
に
よ
る
財
界
主
導
の
新
た
な
ま
ち

壊
し
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
京
都
駅
周
辺
の
都
市
再
生
緊

急
整
備
地
域
の
指
定
、
元
清
水
小
学
校
跡
地
の
企
業
へ
の
貸
し
出

し
、
北
区
の
住
居
専
用
地
域
に
床
面
積
３
千
㎡
を
超
え
る
ホ
テ
ル

建
設
、
な
ど
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

	
�

　「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」は
、
根
拠
の
な
い
観
光
客
の
過

大
な
見
通
し
を
前
提
に
し
、
住
居
専
用
地
域
な
ど
へ
の「
特
例
許

可
」を
拡
大
し
、
都
市
計
画
の
緩
和
で
ホ
テ
ル
建
設
を
促
進
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
無
秩
序
な
開
発
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
、「
誘
致
方
針
」の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

一�

、
今
市
会
で
は
、
京
都
市
長
や
副
市
長
の「
聞
く
耳
持
た
な
い
」姿

勢
が
顕
著
で
し
た
。
職
員
削
減
や
行
革
で
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

の
指
摘
に
は「
認
識
は
全
く
異
な
る
」（
市
長
）。「
プ
ー
ル
制
に
つ

い
て
は
見
解
が
違
う
」（
副
市
長
）。「
効
率
化
・
コ
ス
ト
削
減
、

民
営
化
の
名
の
も
と
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
、
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
起
こ
っ
て
い
る
」と
い
う
指
摘
に「
一
方
的
な
宣

伝
を
さ
れ
る
と
、
こ
れ
か
ら
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に
い
か
が
な

も
の
か
」（
市
長
）。
北
陸
新
幹
線
延
伸
の
問
題
点
の
指
摘
に
は

「
地
方
負
担
が
決
ま
ら
な
い
と
誘
致
で
き
な
い
と
い
う
の
は
こ
の

問
題
に
対
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
態
度
」（
副
市
長
）。
市
民
や
議

会
の
意
見
を
聞
か
ず「
京
セ
ラ
」に
決
定
し
た
京
都
市
美
術
館
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
問
題
。
９
月
議
会
で
の
京
都
市
の
こ
う
し
た
姿

勢
は
、
提
案
に
対
し
て
賛
成
・
反
対
な
ど
様
々
な
意
見
を
出
し
て

議
論
す
る
と
い
う
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ

り
、
執
行
機
関
へ
の
監
視
と
い
う
議
会
・
議
員
の
役
割
を
軽
視
す

る
も
の
で
す
。

一�

、
意
見
書
・
決
議
で
は
、「
建
設
労
働
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者

の
早
期
救
済
と
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
」意
見

書
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
避
難
者
用
無
償
住
宅
支
援
の
継
続

を
求
め
る
」意
見
書
、「
パ
リ
協
定
の
早
期
批
准
を
求
め
る
」意
見

書
他
２
件
の
意
見
書
、
及
び
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
決
定
と
工
事
契

約
入
札
や
り
直
し
に
つ
い
て
市
長
の
反
省
と
市
民
の
信
頼
回
復
を

求
め
る「
京
都
市
美
術
館
の
再
整
備
に
関
す
る
」決
議
が
全
会
派
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
返
還
不
要
の
給
付
制
奨
学
金

の
創
設
及
び
無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
る
」意
見
書
に
賛
成

し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

	
�

　
党
議
員
団
は
、「
今
国
会
で
T
P
P
協
定
の
批
准
を
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
」
意
見
書
、「
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
自
衛
隊
の
撤
退
を

求
め
る
」
意
見
書
、「
労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
す
る
」
意
見
書
、

「
中
学
校
給
食
の
在
り
方
の
再
検
討
を
求
め
る
」
決
議
な
ど
を
提

案
し
ま
し
た
。
他
会
派
の
賛
同
が
な
く
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
討

論
及
び
提
案
説
明
で
日
本
共
産
党
の
政
策
と
立
場
を
述
べ
ま
し
た
。

一�

、
国
会
審
議
を
は
じ
め
、
安
倍
内
閣
の
暴
走
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
野
党
共
闘
の
前
進
、
新
潟

県
知
事
選
挙
で
の
勝
利
な
ど
、
野
党
連
合
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
年
内
解
散
・
総
選
挙
の
可
能
性
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
政
で
も
京
都
で
も
国
民
・
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
聞

き
、
し
っ
か
り
働
く
党
議
員
団
の
本
領
を
発
揮
し
て
全
力
を
あ
げ

ま
す
。
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1818　　人の
市会議員から一言

団長　山中　 渡

副団長・幹事長　井坂 博文

下京区

北　区副団長　北山 ただお 山科区

　京都市美術館のネーミングライツ（命名権）をめぐり、
市民や美術館関係者から怒りの声が上がっている。美
術館がもつ財産は「器」ではなく「コレクション（所
蔵品）」であり、その８割は市民等からの寄贈である。
　市長総括質疑で「寄贈者に説明し了解をとったのか」
と追及すると「決定したら丁寧に説明する」（副市長）
市長の市民不在・トップダウンの市政運営の典型だ。
　９月議会終了本会議で採択された「市長に反省を求
める」決議を市長は真摯に受けとめるべきだ。

　９月市会決算特別委員会で市バスの管理の受委託問
題を取り上げました。現在、京都市バス路線の50％
が民間バス会社によって運行されています。市バスの
経費削減を目的に採用された制度のもとで安全に支障
をきたす事態がおきています。委託先民間バス会社で
契約社員が増え、低賃金構造が広がっていること、休
日出勤など過密労働が常態化していることを指摘。す
でに重大事故が発生している実態からも見直しを求め
ました。

　今議会で党議員団から代表質問を行いました。安
保法制＝戦争法廃止を求める私の質問に、この問題
で初めて答弁に立った市長は、「国会において議論し、
結論をだされたもの」と国追随の答弁でした。消費
税10％増税に反対することを求めたことに対しては、
「必要な財源と認識している」と驚くべき答弁でした。
　市民のくらしや平和を顧みない市政は早く変えなく
てはならない、と決意を固めました。国政も市政も転
換目指して頑張りましょう。

安全脅かす市バス「管理の
受委託」の見直しを

国政も市政も
変えよう

ネーミングライツへの
怒り

常任委員会トピックス

　
経
済
総
務
委
員
会（
10
月
19
日
）

●
行
財
政
局

◦�

京
都
市
執
行
機
関
の
附
属
機
関
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　�（
京
都
市
京
都
高
速
道
路
検
証
専
門
委
員
会

を
廃
止
し
、
京
都
市
八
条
市
営
住
宅
団
地
再

生
事
業
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
が
前
提
で
あ
り
議
員
団
は
反
対
）

◦�

陳
情
審
査
　
命
名
権
販
売
に
つ
い
て
の
説
明

●
総
合
企
画
局

◦「
文
化
庁
移
転
準
備
会
議
」に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

◦�

京
都
市
中
央
卸
売
市
場
第
二
市
場
再
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◦�「
京
都
市
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針（
仮

称
）」素
案
に
対
す
る
市
民
意
見
募
集
の
結
果

等
に
つ
い
て

◦�

京
都
市
商
業
集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
の
見
直
し

に
関
す
る
市
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

◦�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
京
都
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　
教
育
福
祉
委
員
会（
10
月
19
日
）

●
保
健
福
祉
局

◦�

市
営
保
育
所
の
廃
止
、
分
園
化
、
民
間
移
管

は
行
政
の
責
任
放
棄

◦�

福
祉
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
は
な
じ
ま

な
い

◦�

子
ど
も
文
化
会
館
の「
あ
り
方
の
検
討
」に
つ

い
て

◦�

児
童
館
が
な
い
学
区
へ
の
児
童
館
の
設
置
を

◦�

児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
、
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
統
合

再
検
討
を

◦
買
い
物
弱
者
の
調
査
、
対
策
の
具
体
化
を

●
教
育
委
員
会

◦
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実
施
を

◦�

就
職
に
当
た
っ
て
の「
文
書
」に「
同
和
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
」と
の
記
述
は
改
め
る
べ

き
と
追
及
し
、
検
討
を
約
束

◦
京
北
地
域
の
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

◦�

非
常
勤
講
師
の
社
会
保
険
適
用「
除
外
」問
題

の
解
決
を

◦
就
学
援
助
の
充
実
と
周
知
徹
底
を

　
く
ら
し
環
境
委
員
会（
10
月
20
日
）

●
文
化
市
民
局

◦�

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

対
す
る
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◦�
個
人
市
民
税
の
控
除
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
対
す
る
寄
附
金
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◦�

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
一
部

を
改
正
に
つ
い
て

◦�「
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
6
︱

2
0
2
0
」実
施
計
画
に
つ
い
て

◦
京
都
市
美
術
館
再
整
備
事
業
に
つ
い
て

◦�

請
願
審
査
　「
美
術
館
の
命
名
権
売
却
の
撤

回
」（
留
保
）

◦�

陳
情
審
査
　「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
審
査
委

員
会
及
び
審
査
等
の
情
報
開
示
」

◦
二
条
城
駐
車
場
問
題
に
つ
い
て

●
環
境
政
策
局

◦�

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
改
定
案
及
び
市
民

意
見
募
集
に
つ
い
て

◦�

請
願
審
査
　
家
庭
ご
み
袋
の
値
下
げ
　
2
件

（
留
保
）

◦�

カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
混
合
回
収
の

見
直
し
に
つ
い
て

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
10
月
20
日
）

●
都
市
計
画
局

◦�

地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
等
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◦
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◦�

報
告
　
沿
道
建
築
物
の
耐
震
診
断
を
義
務
化

す
る
道
路
指
定
に
関
す
る
市
民
意
見
募
集

◦�

請
願
　「
原
発
事
故
避
難
者
の
無
償
住
宅
支

援
継
続
の
要
請
」は「
留
保
」に

◦�

景
観
伝
統
建
造
物
の
指
定
と
保
護
に
つ
い
て

◦�

建
築
基
準
法
の
た
だ
し
書
き
の
適
用
に
つ
い

て
◦
二
条
城
の
駐
車
場
問
題
に
つ
い
て

◦�

Ｊ
Ｒ
西
大
路
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
●
建
設
局

◦�

安
祥
寺
川
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て

◦�

京
都
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
工
事
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て

◦
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

◦�

報
告
　
橋
り
ょ
う
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取

組
状
況
と
今
後
の
見
通
し

◦�

報
告
　
自
転
車
向
け
保
険
加
入
の
義
務
化
に

関
す
る
パ
ブ
コ
メ
の
実
施

◦�

御
前
通
の
東
海
道
本
線
ガ
ー
ド
の
改
修
見
込

み
額
に
つ
い
て

◦
東
山
自
然
緑
地
の
再
整
備
計
画
に
つ
い
て

◦�

朱
七
小
学
校
敷
地
内
で
の
駐
輪
場
の
設
置
に

つ
い
て

　
交
通
水
道
消
防
委
員
会（
10
月
20
日
）

●
消
防
局

◦
大
宮
消
防
出
張
所
廃
止
問
題
に
つ
い
て

●
上
下
水
道
局

◦
地
域
水
道
等
の
統
合

●
交
通
局

◦�

市
バ
ス
運
転
手
の
乗
務
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
充
電
に
つ
い
て

◦�

市
バ
ス
運
転
士
の
点
呼
時
に
お
け
る
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
事
案

◦�

市
バ
ス
車
両
の
ブ
レ
ー
キ
時
の
異
音
発
生
に

つ
い
て

経
済
総
務
委
員
会

（
2
0
1
6
年
₁₀
月
₁₉
日
）

く
ら
し
環
境
委
員
会

（
2
0
1
6
年
₁₀
月
₂₀
日
）

教
育
福
祉
委
員
会

（
2
0
1
6
年
₁₀
月
₁₉
日
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
2
0
1
6
年
₁₀
月
₂₀
日
）

交
通
水
道
消
防
委
員
会

（
2
0
1
6
年
₁₀
月
₂₀
日
）
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区くらた 共子 上京区

加藤 あい 左京区河合 ようこ 西京区

玉本 なるみ 北　区

西野 さち子 伏見区西村 よしみ 右京区

　急増する違法民泊が市民生活を脅かしています。ま
た、許可を得た簡易宿所の周辺でも騒音やごみ等の被
害が相次いでいます。京都市は「通報・相談窓口」を
開設しましたが、市民の通報を解決する体制が今でも
不十分です。ところが、京都市は局の再編に合せて民
泊に対応する保健センターを各区役所から市内１箇所
に集約する計画です。これでは市民の生活も旅行客の
安全も守れません。体制の強化こそ必要です。

　保育所が足りないと質すと「100万以上の都市では
一番入り易い」と。保育園職員の給与等引下げが起こ
っていると質すと「全国平均の1.4倍の給与」と自慢
する。子どもの医療費支給制度は「他都市と比して遜
色ない」と答弁。市民の実態や願いに向き合わない市
の姿勢に怒りが湧きます。
　地域の店が閉店し、買い物に行けない高齢者の悲鳴
も他人事のような受け止めです。住民の福祉増進が自
治体の仕事だと、皆さんとともに更に迫っていきます。

　現在、区役所への市バスは１時間に１～２本が２系統
あるだけです。住民団体アンケートで７割が移動に困る
ところは「区役所」と答えていることを紹介し改善を求
めましたが、答弁は「まずはお使いいただきたい」とい
うものでした。行政サービスを享受する市民の権利侵害
ではないか！と迫りましたが、「市バスは公共性を求めら
れているのは重々承知している」というものの、具体的
対策は示されていません。区役所を不便な所に移転して、
市バスも不便とは、あまりに無責任ではないでしょうか？

　民泊相談が増えています。条例では帳場の設置義務
だけで人のことは書かれていません。しかし「帳場義
務は、従業者の存在が書かずもがなの前提。不在の場
合は許可要件を書いており条例違反。指摘を」と求め
「従業者の存在が要件。不在の場合は指導する」との
答弁を得ました。生活保護では、副市長「自立＝保護
廃止が目的」。私「生活保障と保障による自立が目的」
とすかさず反論。漏給や貧困率等、試算を示し、現場
や受給者を追い込むなと追及しました。

　福島原発事故避難者の「無償住宅提供の延期を求め
る」意見書が全会一致で可決。この運動を大きなうねり
に繋げたい。市民の声を聞かないトップダウンの市政運
営を批判しました。
　30年間違反状態にあった二条城駐車場を専用駐車場
としましたが、その経過について市民には説明せず、第
２駐車場計画を強行しています。大宮消防出張所は耐震
実施設計まで行いながら、リストラするなど許せません。
廃止された仁和公園に替わる公園の確保を求めました。

　今回、音楽や体育の先生の働き方について、取り上
げました。正規の職員の枠は少なく、常勤講師や非常
勤講師として、１年毎の雇用契約で不安定な働き方で、
とりわけ非常勤講師の方は、春夏冬休みはいったん雇
用も切れるという働き方です。給料も少なく、くらし
が成り立たない方もおられます。学校現場でのワーキ
ングプアは許しがたいことです。子ども達の教育のた
めにも、先生の働き方の改善に向けて頑張りたいと思
います。

　この議会では決算特別委員会副委員長として委員会
運営にあたり、貴重な質疑時間は地元問題を取り上げ
た。今回の議会で全議員一致して「建設労働者のアス
ベスト被害者の早期救済とアスベスト問題の早期解決
を求める意見書」が可決された。関係者のご努力に敬
意を表すと共に、早期全面解決を願っている。私的に
は被害者の中に私を応援していただいてアスベスト被
害で亡くなった方もいて、今回の可決は大変喜んでい
る。

　「市民の皆様には大変なご迷惑をおかけするが、ご
理解を」と連発する当局者。二条城の駐車場を作り、
世界歴史遺産を壊し、地元の皆さんに環境破壊になる
ということがわかっているのに、「我慢を押し付ける」
のが自治体の仕事ではないでしょう。
　市民税滞納者に、督促状を送ったら、本人合意もな
しに学資保険を勝手に機械的に処分。上から目線で、
市長の政治姿勢の反映であり、許せません。地域に根
ざし、地域に役立つ市会議員として、がんばります。

学校現場でのワーキング
プアに『喝』

「アスベスト問題の早期解決」の
意見書を全会一致で可決

「従業者の居ない『民泊』は
指導する」との答弁を得る

放射線50ミリシーベルトの福島に、
子どもを連れて帰れない！

上から目線の当局者
市長の政治姿勢の反映だ

違法民泊は
厳しく規制すべきです

左京区役所への市バスのアクセス
改善を取り上げました

全国トップレベルの
保育・福祉？！
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　学童保育事業について様々調べ質疑を行った。職員
コスト削減のために、自由来館事業と学童保育事業の
職務を兼ねる職員配置は問題！専任の職員の増員を求
めた。学童保育の専用面積を児童館のフロアいっぱい
に算定している点も、自由来館児童の利用環境が保障
されていない。さらに登録児童数を基準にせず、平均
出席率で施設規模を小さくしている。これでは詰め込
みになって当然である。ここでも「子育て環境日本
一」は事実でなかった。

　９月議会で平成27年度京都市各会計歳入歳出決算
特別委員会があり、私は第３分科会で交通水道消防の
担当でした。いつもの委員会とは違うのでとまどいも
ありましたが、ふだん問題意識を持っている、市バス
のバス停や、南区の下水道問題、救急体制では主にＡ
ＥＤのことを追及しました。みなさんから集めた税金
をみなさんのくらしに活かした使い方になるように、
共産党議員団18人で力を合わせて頑張ります。

　市長総括質疑は教育委員会に絞り、①府費から市費
負担教職員になることで、子どもたちの学ぶ条件や教
職員の定数を維持すること。②各学校の施設設備の改
善を計画的に進めること等、質しました。子どもたち
の学習に支障がないよう、ご不便がないよう対応する
と答弁があり、本当に実現するよう見極めていかなけ
ればと思っています。建設局質疑では、自転車計画に
絡めて、生活道路の両端部分の改修を要望しました。

　今回も交通水道消防に関わる、第三分科会で質疑を
行いました。また、終了本会議では、公営企業の決算
討論に立ちました。消防局の職員削減に対して引き続
き論陣をはりたいと思います。また、交通局では、交
通不便地域を交通局が自らの問題として捉えるよう質
しました。京都市によるリストラ政策を市民の要望に
応える市政運営へと切り替えることが必要だと感じて
います。みなさんとご一緒に引き続きがんばってまい
ります。

　代表質問、市長総括質疑で、京都経済の主役である
零細企業の支援を求めました。アベノミクス不況で廃
業に追い込まれかねない零細企業に、家賃やリース代
などの固定費助成を求めました。
　大企業には、企業立地助成金で助成を行いながら、
不況に苦しむ中小企業には「固定費は事業者自ら負担
するもの」と冷たく背を向けています。安倍政権同様
に、財界･大企業応援の政治では景気は良くなりませ
ん。京都経済の主役、中小企業支援で景気回復を！

　若いみなさんの声をぶつけるなかで、市長が「ブ
ラック企業根絶」を宣言し、ブラックバイト相談窓
口の設置や実態調査など新たな動きが始まっていま
す。一方、「市独自の給付制奨学金」を求めた質疑で
は「市外から来る学生に市民の税金を使うのは筋が違
う」「子や孫、将来の負担になりかねない」などの答
弁。「将来の負担」どころか「大きな力」になるのが
学生のみなさんです。引き続き力を合わせ、粘り強く
論戦に取り組む決意です。

　京都市は、増えている外国人観光客に対応するため
との名目で、市内にホテルを増やす方針を打ち出し
ました。その手法が問題です。ホテル建設だったら、
「容積率を緩和する」「住宅だけしか建てられない地域
でも特例許可する」「市民の財産である市有地もホテ
ル用地として提供する」など、市民のくらしのことな
どお構いなし、といった方針です。市民の声に耳を傾
けようとしない市長の政治姿勢がよくあらわれていま
す。この方針は見直しをさせる必要があります。

ブラック企業根絶を
給付制奨学金の創設を

消防局の
職員削減反対！

京都経済の主役
中小企業支援で景気回復を

ホテル建設のためにまちづくり
ルールをねじ曲げる方針

市長が言う「子育て環境
日本一」は事実ではなかった

２度目の市長総括質疑
子どもたちに笑顔を

決算の第３分科会で
初めて質問しました。［申し入れ］  京都市広報映像「平成KIZOKU『保

育が充実』編」の中止を求める
 （16/11/08）
［見　　解］  京都市「宿泊施設拡充・誘致方針」

に対する見解（2016/10/31）
［見　　解］  京都市美術館におけるネーミングラ

イツ（命名権）「決定」の撤回を求
める（2016/10/19）

［見　　解］  「民泊」は規制緩和でなく、市民の
安全・安心に向けたルールづくりを
（2016/09/26）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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北　　区 上 京 区 下 京 区 南　　区

井坂 博文
☎(411)8693

玉本なるみ
☎(723)3689

くらた共子
☎(813)2117

山中　 渡
☎(361)3433

井上けんじ
☎(691)3323

森田ゆみ子
☎(662)0166

中 京 区 左 京 区 山 科 区 西 京 区

平井 良人
☎090(6557)4740

加藤 あい
☎(712)0104

ひぐち英明
☎(781)6622

北山ただお
☎(501)6197

山本 陽子 
☎(595)8342

河合ようこ
☎(392)3546

伏 見 区 右 京 区

西野さち子
☎(571)5731

赤阪　 仁 
☎(631)7505

やまね智史 
☎(622)2009

西村よしみ
☎(864)2009

ほり 信子 
☎(872)9282

山田こうじ
☎090(3970)4701

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
選
手
た
ち
の

姿
に
は
、
本
当
に
感
動
し

ま
し
た
。
４
年
後
は
東
京

で
す
が
、
会
場
の
費
用
な

ど
問
題
山
積
で
、
大
き
な

期
待
に
水
を
差
す
よ
う
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
企
業
や
自
治
体
ま

で
も
が
、
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
群
が
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
え
つ

け
ば
、
イ
ベ
ン
ト
で
も
公

共
事
業
で
も
な
ん
で
も
あ

り
、
多
少
費
用
が
膨
れ
あ

が
ろ
う
と
お
構
い
な
し
に

ど
ん
ど
ん
推
し
進
め
る
、

そ
ん
な
状
況
を
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と

称
し
た
方
も
い
ま
し
た
。

国
民
の
側
か
ら
し
っ
か
り

監
視
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
真
に
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

や
振
興
、
世
界
の
人
々
と

の
友
好
の
場
と
し
て
成
功

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

（
桑
島
良
生
）


